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－高知FDの選手たちとお餅つき　越知幼稚園　1月25日－

住民課からのお知らせ

4月1日から
福祉や障がい者（児）に関する受付窓口が
保健福祉センターに変わります。
※詳しくは13ページをご覧ください。



―広報おち―3月号―2―

ま・ち・の・話・題

第
28
回
越
知
町
　
ピ
ッ
タ
リ
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

第
18
回
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
長
杯

１
月
27
日
に
、
第
28
回
越
知
町

ピ
ッ
タ
リ
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
あ
ら
か
じ
め
申

告
し
て
お
い
た
タ
イ
ム
と
当
日
タ

イ
ム
と
の
差
を
競
う
も
の
で
、
副

賞
に
は
、
デ
ジ
カ
メ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ

レ
ー
ヤ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
マ
ラ
ソ
ン
日
和
に

恵
ま
れ
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
小
中

学
生
や
一
般
の
参
加
者
総
勢
１
１

５
名
が
、
町
内
の
３
㎞
・
５
㎞
の

コ
ー
ス
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス

で
走
り
ま
し
た
。

今
年
も
、
高
知
Ｆ
Ｄ
の
選
手
９

人
が
、
参
加
者
と
一
緒
に
走
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ゴ
ー
ル
し

た
後
は
、
選
手
に
用
意
し
て
も
ら

っ
た
投
球
速
度
の
測
定
や
、
的
当

て
ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

３
㎞
の
部

優
　
勝

曽
我
　
翔
太
朗
　
１
秒
差

準
優
勝

岡
田
　
　
舞
　
　
２
秒
差

第
三
位

三
宮
　
弘
大
　
　
４
秒
差

５
㎞
の
部

優
　
勝

片
岡
　
郁
仁
　
　
10
秒
差

準
優
勝

中
山
　
　
睦
　
　
11
秒
差

第
三
位

福
原
　
大
輝
　
　
13
秒
差

小
松
　
悠
人
　
　
13
秒
差

大
会
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
、
ど
う
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

１
月
17
日
と
２
月
１
日
に
町
民

総
合
運
動
場
体
育
館
に
お
い
て
、

「
第
18
回
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
長

杯
」
が
行
わ
れ
、
２
種
目
で
そ
れ

ぞ
れ
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。各

種
目
の
成
績
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

優
　
勝

レ
ッ
ド
バ
ロ
ン

松
井
　
和
幸

小
田
　
温
子

西
森
　
康
子

中
嶋
　
学
美

準
優
勝

イ
エ
ロ
ー
バ
ー
ド

第
三
位

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス

【
ス
カ
ッ
シ
ュ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

優
　
勝

イ
ニ
シ
ャ
ル
Ｙ

片
岡
　
　
豊

矢
野
　
栄
次

中
内
　
由
佐

準
優
勝

Ｓ
Ｓ
Ｐ

第
三
位

ス
カ
ッ
シ
ュ
北
河

ê
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ê
ス
カ
ッ
シ
ュ
バ
レ
ー



―3―広報おち―3月号―

ま・ち・の・話・題

出
初
式
（
初
午
）
が
行
わ
れ
ま
し
た

２
月
９
日
、
宮
の
前
公
園
に
お

い
て
、
約
１
３
０
名
の
消
防
団
員

が
集
結
し
、
越
知
町
消
防
団
出
初

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
今
後
、
必
ず
発
生
す

る
と
い
わ
れ
て
い
る
南
海
地
震
な

ど
の
大
災
害
に
向
け
て
、
消
防
団

員
の
心
を
一
つ
に
し
、
こ
れ
ら
の

困
難
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
決
意

表
明
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

出
初
式
終
了
後
は
、
６
分
団
が

商
店
街
に
分
散
し
、
無
火
災
の
祈

り
を
込
め
、
家
々
の
屋
根
に
放
水

し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
団
員
の
皆
さ
ま
、

本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

ま
た
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し

た
町
民
の
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

“New Face”
高吾北消防署の「New Face」！

4月から消防学校へ入校し初任教育課程を修了し、消防士としての基礎実技と学術および厳正

な規律と、おう盛な士気ならびに体力を身につけた４人の紹介をしたいと思います。

消防学校を出て覚
えることばかりで勉
強する毎日ですが、
一日でも早く一人前
の消防士として地域
の方から信頼してい
ただけるよう、頑張
ります。

まだまだ未熟でわから
ないことばかりですが、
地域の方々のお役に立
てるよう日々の業務や
訓練に励んで行きたい
と思います。よろしくお
願いします。

藤田　拓也（23歳） 木村　良（22歳）

渡邉　光一（24歳） 小田　英次郎（23歳）

消防学校での厳し
い訓練を通して得た
ことを発揮し、日々
努力･勉強をし､感謝
の気持ちを忘れず、
地域住民の方々に信
頼していただけるよ
う頑張ります。

地域の方々から信
頼していただけるような
消防士になります。未
熟な面も多々あります
が、微力ながらも誠心
誠意努力していきます
ので、よろしくお願
いします。

◆お問い合わせ・病院紹介

高吾北消防署　0889－26－2111 仁淀川分署　0889－35－0017
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～第14回　たこあげ大会～

１
月
20
日
、
恒
例
の
た
こ
あ
げ
大
会
に

56
名
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
地
域
の
方
々
が
先
生
と
な

り
、
親
子
で
協
力
し
て
、
た
こ
づ
く
り
を

行
い
ま
し
た
。

思
い
思
い
の
好
き
な
絵
を
描
き
、
個
性
豊

か
な
た
く
さ
ん
の
た
こ
が
で
き
ま
し
た
。

お
昼
に
は
、
更
生
保
護
女
性
会
の
皆
さ
ん

が
準
備
し
て
く
だ
さ
っ
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を

お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、
午
後
は
沈
下
橋
近

く
の
河
原
で
た
こ
あ
げ
を
行
い
ま
し
た
。

お
だ
や
か
な
天
候
で
、
大
空
高
く
と
は
い

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
親
子
で
お
正
月
の
風

物
詩
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昼
食
の
材
料
や
準
備
、
当
日
の
た
こ
づ
く

り
な
ど
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
楽
し
い
一

日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
県
民
一
斉
美
化
活
動
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
！

今
年
も
「
２
月
の
県
民
一
斉
美

化
活
動
月
間
」
に
お
い
て
、
女
の

井
戸
端
会
議
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
皆
さ
ま
が
一
同
に
会

し
、
国
道
33
号
線
、
横
倉
か
ら
楠

神
の
間
を
清
掃
し
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
県
民
総
参
加
に

よ
る
美
化
活
動
や
、
快
適
な
生
活

環
境
実
現
へ
の
取
組
を
展
開
す
る

こ
と
に
よ
り
、
清
潔
で
美
し
い
県

土
を
、
次
世
代
へ
引
き
継
い
で
い

こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
、
大
変
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。
今
後
と
も
ご
支

援
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
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～おちなまいにち～
http://ochinahi.blog.fc2.com/

携帯でも見られます。

ぜひのぞきに来てください♪

★
ブ
ロ
グ
も
ぜ
ひ
★

「
土
佐
の
里
山
だ
よ
り
」

http://rinajan.blog55.fc2.com
/

「
お
ち
駅
で
、
ま
ち
ゆ
う
き
ね
。」

http://ochikanko.blogzine.jp/

横
畠
本
村
に
桜
が
咲
い
て
る
ー

♪
で
も
凍
る
ほ
ど
寒
い
ー
。
も
の

す
ご
く
違
和
感
を
感
じ
る
今
日
こ

の
頃
。
こ
ん
に
ち
は
、
鈴
木
で
す
。

先
日
、
か
ね
て
よ
り
望
ん
で
い

た
タ
ヌ
キ
の
油
作
り
を
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
タ

ヌ
キ
の
油
は
東
北
に
は
あ
り
ま
せ

ん
。
と
い
う
か
高
知
県
限
定
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
（
県
民
シ
ョ
ー

み
た
い
？
笑
）。
前
に
熱
を
出
し

て
苦
し
ん
で
い
た
時
、
タ
ヌ
キ
の

油
を
い
た
だ
い
て
す
っ
と
楽
に
な

っ
た
こ
と
が
あ
り
、
ど
う
し
て
も

１
回
作
っ
て
み
た
か
っ
た
の
で

す
。
い
や
〜
臭
か
っ
た
〜
。
で
も

太
い
タ
ヌ
キ
を
持
っ
て
き
て
く
だ

さ
っ
た
の
で
、
６
瓶
も
取
れ
ま
し

た
！
し
ば
ら
く
病
院
い
ら
ず
。
や

っ
た
ね
！

こ
の
１
年
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験

を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、

「
こ
れ
を
し
た
い
！
」
っ
て
言
っ

た
時
に
、
す
ぐ
に
さ
せ
て
く
れ
る

周
り
の
方
た
ち
。
本
当
に
本
当
に

感
謝
し
ま
す
。

そ
し
て
ま
た
一
つ
、
初
め
て
の

体
験
。

３
月
３
日
（
日
）
正
午
〜

横
畠
小
学
校
体
育
館
に
て
キ
リ

ン
カ
ン
ラ
イ
ブ
を
行
い
ま
す
！

チ
ケ
ッ
ト
絶
賛
販
売
中
！

横
畠
の
若
者
が
作
る

お
昼
ご
は
ん
付
１，

０
０
０
円

一
品
付
５
０
０
円

私
の
送
別
会
ラ
イ
ブ
と
い
う
こ

と
で
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
で
す
が
、

生
バ
ン
ド
で
歌
う
こ
と
に
。
た
だ

い
ま
鋭
意
練
習
中
で
す
。
高
知
の

お
ん
ち
ゃ
ん
バ
ン
ド
・
キ
リ
ン
カ

ン
。
素
敵
な
ラ
イ
ブ
に
な
る
こ
と

間
違
い
な
し
！
ぜ
ひ
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
♪

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ

は
大
原
隆
典
（
０
８
０
―
２
９
７

３
―
１
７
６
８
）
ま
た
は
私
（
０

８
０
―
６
３
９
１
―
５
７
４
３
）

ま
で
お
願
い
し
ま
ー
す
！

●
１
月
〜
２
月
の
活
動
●

横
畠
新
聞
作
り
、
サ
プ
ラ
イ
ズ

あ
り
が
と
う
企
画
、
市
山
に
て
炭

焼
き
体
験
、松
山
街
道
ウ
ォ
ー
ク
、

キ
リ
ン
カ
ン
ラ
イ
ブ
準
備
、
サ
イ

コ
、
ピ
ー
マ
ン
片
付
け
、
タ
ヌ
キ

の
油
作
り
な
ど：

）

「
梅
が
咲
い
た
ら
、
じ
ゃ
が
い

も
を
植
え
る
頃
」
と
教
わ
り
ま
し

た
。「
植
え
な
く
ち
ゃ
！
」
と
思

い
始
め
て
早
●
日
。
ど
ん
ど
ん
日

が
経
過
し
ま
す
。
い
よ
い
よ
春
で

す
ね
。「
ホ
ト
ト
ギ
ス
が
鳴
い
た

ら
ゴ
マ
を
蒔
く
頃
」
だ
と
か
、
花

や
自
然
の
移
ろ
い
に
合
わ
せ
て

日
々
の
作
業
を
思
い
出
す
の
っ

て
、
情
緒
が
あ
っ
て
す
ご
く
素
敵

で
す
。

さ
て
さ
て
、３
月
の
お
ち
駅
は
、

文
旦
フ
ェ
ア
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

映画のあと、みんなで話。とても良い会に
なりました。

「
今
が
食
べ
ご
ろ
文
旦
祭
」

〈
日
時
〉３
月
１
日
（
金
）
〜

３
日
（
日
）

午
前
８
時
〜
午
後
３
時

〈
場
所
〉観
光
物
産
館
お
ち
駅

高
知
で
も
５
番
目
の
文
旦
生

産
地
、
越
知
の
農
家
の
文
旦
を
、

じ
っ
く
り
味
見
し
て
選
べ
ま

す
。
箱
も
バ
ラ
も
あ
り
。
文
旦

加
工
品
や
ス
イ
ー
ツ
も
盛
り
だ

く
さ
ん
！
青
果
と
加
工
品
の
セ

ッ
ト
も
。
文
旦
の
う
ん
ち
く
も

知
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
期
間
中

は
送
料
が
大
サ
ー
ビ
ス
価
格
に

〜
！
県
外
の
ご
家
族
や
ご
友
人

に
贈
る
チ
ャ
ン
ス
。

ぜ
ひ
ぜ
ひ
、
遊
び
に
来
て
く
だ

さ
い
ね
〜
！

最
後
に
、
２
月
の
「
ナ
イ
ト
シ

ア
タ
ー
」
の
ご
報
告
。
沢
山
の

方
々
が
町
内
外
か
ら
足
を
運
ん
で

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
本
当
に
良
い

も
の
を
人
と
共
有
で
き
て
、
感
動

的
な
夜
に
な
り
ま
し
た
。
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２
０
１
３
年
の
チ
ー
ム
始
動
は

安
全
祈
願
か
ら
。
２
月
２
日
に
横

倉
神
社
を
参
拝
し
、
本
年
を
無
事

に
乗
り
切
れ
る
よ
う
、
チ
ー
ム
全

員
で
お
祈
り
し
ま
し
た
。

今
シ
ー
ズ
ン
を
戦
う
チ
ー
ム
の

キ
ャ
プ
テ
ン
は
村
上
祐
基
選
手
、

副
キ
ャ
プ
テ
ン
は
吉
川
岳
投
手
に

決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
「
挑
戦
」。
昨
シ
ー
ズ
ン

ま
で
の
結
果
を
真
摯
に
受
け
止

☆
チ
ー
ム
始
動
！

め
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
た
め
に

全
て
の
こ
と
に
挑
戦
す
る
、
と
い

う
決
意
を
込
め
て
い
ま
す
。

３
月
は
交
流
戦
や
オ
ー
プ
ン
戦

な
ど
、
開
幕
に
向
け
て
実
践
的
な

練
習
が
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。
昨

年
の
悔
し
さ
を
胸
に
秘
め
、
今
年

一
年
を
戦
い
抜
く
た
め
に
熱
く
、

そ
し
て
着
実
に
準
備
を
進
め
て
お

り
ま
す
。
今
シ
ー
ズ
ン
も
昨
シ
ー

ズ
ン
と
変
わ
ら
ぬ
ご
声
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
た
こ
あ
げ
大
会
】

１
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
た
こ

あ
げ
大
会
に
、
夏
山
翔
太
捕
手
と

井
川
博
文
投
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

風
一
つ
な
い
穏
や
か
な
仁
淀
川

☆
活
動
報
告

河
川
敷
で
は
、
絵
に
自
信
の
あ
る

夏
山
選
手
が
作
成
し
た
ド
ッ
キ
ー

柄
の
た
こ
が
、
全
力
疾
走
に
引
っ

張
ら
れ
て
ひ
と
き
わ
高
く
浮
き
上

が
り
、
今
年
の
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ

ド
ッ
グ
ス
の
明
る
い
前
途
を
示
し

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

【
幼
稚
園
餅
つ
き
】

１
月
25
日
に
は
、
越
知
幼
稚
園

で
開
か
れ
た
お
餅
つ
き
に
、
孫
一

凡
選
手
と
大
石
崇
晴
選
手
が
参
加

し
ま
し
た
。
初
め
て
餅
を
つ
く
と

い
う
孫
選
手
も
、
あ
っ
と
い
う
間

に
コ
ツ
を
つ
か
ん
で
、
ち
び
っ
子

た
ち
の
手
を
取
っ
て
一
緒
に
楽
し

く
お
餅
を
つ
い
て
い
ま
し
た
。

出
来
た
て
の
お
餅
は
、
そ
の
場

で
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
丸
め
、
お

い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
ピ
ッ
タ
リ
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
】

１
月
27
日
に
は
、
毎
年
恒
例
と

な
っ
た
ピ
ッ
タ
リ
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

に
、
新
入
団
選
手
６
名
を
含
む
９

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
新
入
団
選

手
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
ホ
ー
ム

タ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
が
、
先

輩
た
ち
の
様
子
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
ち
び
っ
子
た
ち
と
一
緒
に
越

知
の
街
を
走
り
、
皆
さ
ん
と
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

レ
ー
ス
で
は
、
体
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
自
分
の
ペ
ー
ス
を
意
識

し
て
走
っ
た
曽
我
選
手
が
、
設
定

時
間
と
１
秒
差
と
い
う
好
記
録
で

優
勝
し
ま
し
た
。
こ
の
調
子
で
シ

ー
ズ
ン
を
通
し
て
活
躍
す
る
姿
を

見
た
い
も
の
で
す
。

☆高知ファイティングドッグス交流戦・オープン戦　～試合情報＠越知町民総合運動場～☆
交流戦　　　　３月１６日（土）VS 信濃グランセローズ　　　　１２：３０～試合開始

オープン戦　　３月３０日（土）VS 徳島インディゴソックス　　１２：３０～試合開始

３月３１日（日）VS 愛媛マンダリンパイレーツ　１２：３０～試合開始

※入場料：無料

詳しくは、高知ファイティングドッグスのホームページをご覧ください！　E-mail：info@fighting-dogs.jp
高知ファイティングドッグス球団株式会社　球団事務所　　TEL：０８８－８７８－０７７５
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ま・ち・の・話・題

アンニョンハセヨ！
進学、就職・転職、人事異動などがある日本の

3月は引っ越しのシーズンですね。韓国もお正月
（1月の広報で紹介したとおり韓国では陰暦の1月
1日をお正月とします）が終わって暖かくなる3月

から本格的な引っ越しシーズンが始まります。そういうわけで今月は韓国の引っ越し事情について話し
たいと思います。

まず、引っ越しの始まりは部屋探しですね。日本のよ
うに不動産屋の物件を比べて自分が住む家を決めます。
ここで日本と違うところは不動産屋に部屋の図面がない
ので、不動産屋さんの説明を聞くか直接行って確認しな
ければならないことです。もちろん一律に建てるマンシ
ョンの場合は図面がありますが、単独住宅やアパートの
場合はありません。不動産屋で図面を見られるのは韓国
にも早く導入してほしいです。

続いて日本とは全く違う家賃制度を紹介します。韓国
の家賃制度は大きく分けて伝貰

チョンセ

と月貰
ウォルセ

があります。伝貰
チョンセ

は契約の時にまとまった保証金を払うことで、月々の家
賃を払う必要がないシステムです。この保証金は家を出
る時全額返金されますので、お金を貯めるにはいいです
が、いっぺんに巨額の保証金を用意するには負担がかかりますね。例えば、ソウルの60fl位のマンショ
ンの場合、伝貰

チョンセ

だったら保証金で1000万円以上が必要です。ビックリでしょèここでちょっと、契約期
間が終わって保証金を全額返金しても大家さん、大丈夫?と気になる方のためにもっと説明します。こ
ういう伝貰

チョンセ

制度が成り立てるのがなぜかというと、大家さんが契約期間中に保証金を運用してその利子
で生活ができるからです。韓国ならではのこの伝貰

チョンセ

制度は最近金利が下がったためだんだん減少してい
ます。一方、月貰

ウォルセ

は月々の家賃を払う日本の家賃制度と似ていますが、こちらも日本の敷金より高い保
証金がいるのは一緒です。保証金が高ければ高いほど毎月払う家賃は安くなります。

さて、日本の大安のような日が韓国にもあります。「ソンオムヌンナル」と呼ばれるこの日は「ソン」
のいない日という意味です。ここで「ソン」とは人の活動を邪魔したり嫌がらせをする悪鬼のことです。
陰暦で9と0が付く日には「ソン」が空に登っていないため、この日は引っ越しするのに縁起の良い日だ
と思われています。そのため、この日は引っ越し屋の料金が高くなります。

引っ越しを無事終えたら近所の人々にあいさつ回りを行います。この時贈るお餅は煮た小豆とお米の
粉をサンドイッチのように交互に入れて蒸した「シルトック」です。ちなみに引っ越し祝いの定番の贈
り物はトイレットペーパーや洗剤など実用的な物です。トイレットペーパーは家庭内のことがすらすら
進んで行きますように、洗剤は財産や幸せが泡のように膨らみますようにという意味を込めています。

韓国の不動産屋です。物件の情報が色々書いてあり
ますが、図面はありません。

引っ越した後近所に贈る「シルトック」。小豆の赤い
色は悪鬼が怖がるそうで、引っ越しや開業の時よく登
場します。

２月９日に行われた韓国のお正月イベントの様子。「ユンノリ」で
盛り上がっています♪
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場広報情

『
介
護
』を『
支
え
る
』
③

『
認
知
症
介
護
の
現
状
と
治
療
に
つ
い
て
』

随
時
掲
載

●
認
知
症
介
護
の
現
状

越
知
町
の
高
齢
化
率
は
40
％
を

超
え
、
2.5
人
に
１
人
が
65
歳
以
上

の
高
齢
者
と
い
う
時
代
を
迎
え
ま

し
た
。
最
近
で
は
認
知
症
や
そ
の

介
護
に
関
す
る
相
談
が
増
え
て
き

ま
し
た
。
中
で
も
、
認
知
症
と
い

う
病
気
そ
の
も
の
よ
り
も
、
認
知

症
の
症
状
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
る
「
生
活
す
る
う
え
で
支
障
と

な
る
行
動
」
に
つ
い
て
、
介
護
者

は
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
す
。「
さ

っ
き
、
ご
飯
を
食
べ
た
ば
っ
か
り

や
の
に
、
忘
れ
て
ま
た
食
べ
た
り

す
ら
ぁ
よ
」「
誰
か
が
つ
い
ち
ょ

か
な
ぁ
薬
も
飲
め
ん
し
、
飯
も
食

え
ん
」「
事
故
に
は
な
っ
て
な
い

け
ん
ど
、
夜
、
勝
手
に
出
て
い
く

よ
う
に
な
っ
て
介
護
す
る
私
ら
ぁ

が
眠
れ
ん
」。
そ
ん
な
切
実
な
声

も
耳
に
し
ま
す
。

昨
年
12
月
、
越
知
町
で
は
、
認

知
症
高
齢
者
な
ど
を
介
護
す
る
家

族
が
集
ま
り
、
専
門
医
で
あ
る
清

和
病
院
副
院
長
の
山
本
裕
水
医
師

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
機
会

を
設
け
ま
し
た
。

そ
こ
で
出
た
、
介
護
す
る
家
族

の
悩
み
や
山
本
医
師
の
ア
ド
バ
イ

ス
、
認
知
症
治
療
の
現
状
な
ど
に

つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

●
『
最
初
は
腹
が
た
っ
て
た
ま
ら

ん
か
っ
た
』

（
家
族
）
私
の
妻
は
認
知
症
に
な

っ
て
10
年
ぐ
ら
い
経
つ
。
最
初
は

気
づ
か
ん
か
っ
た
け
ど
、「
な
ん

か
お
か
し
い
な
」
と
思
う
よ
う
に

な
り
、
次
第
に
ご
飯
を
食
べ
た
こ

と
も
分
か
ら
ん
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
元
気
だ
っ
た
頃
を
知
っ
て
い

る
し
、「
何
で
そ
ん
な
こ
と
が
で

き
ん
」
と
思
う
た
ら
腹
が
た
っ
て

き
て
。
こ
ん
な
こ
と
言
わ
れ
ん
け

ん
ど
、妻
を
叩
い
た
こ
と
も
あ
る
。

叩
い
て
病
気
が
治
る
訳
じ
ゃ
な
い

の
に
叩
い
て
し
も
う
た
。
で
も
、

叩
い
た
ら
、
自
分
が
情
け
の
う
な

る
が
よ
。
ど
う
し
て
妻
を
叩
い
て

し
も
う
た
ろ
う
と
思
う
て
。
妻
が

悪
い
が
じ
ゃ
な
い
、
病
気
が
そ
う

さ
せ
ゆ
う
が
や
の
に
と
思
う
た

ら
、自
分
が
嫌
に
な
っ
て
き
て
・・
。

け
ん
ど
、
今
は
こ
の
病
気
は
怒
っ

た
り
、
焦
っ
た
り
す
る
こ
と
が
一

番
い
か
ん
と
知
っ
た
。
今
で
は
、

自
分
は
だ
い
ぶ
気
長
に
な
っ
て
き

た
と
思
う
。

●
『
怒
り
の
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
る
と
自
分
も
相
手
も
変
わ

る
』

（
山
本
医
師
）
腹
を
立
て
る
な
と

言
っ
て
も
、
一
生
懸
命
だ
か
ら
こ

そ
腹
が
た
っ
て
く
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。
た
だ
、
す
で
に
お
気
づ
き

の
よ
う
に
「
怒
り
」
と
い
う
の
が

介
護
者
の
姿
勢
で
一
番
良
く
あ
り

ま
せ
ん
。
怒
り
は
認
知
症
介
護
に

限
ら
ず
、
人
を
す
ご
く
不
幸
に
す

る
原
因
に
な
り
ま
す
。
私
も
医
師

と
し
て
、
仕
事
が
忙
し
い
時
な
ん

か
は
特
に
、
診
療
場
面
な
ど
で
怒

り
の
気
持
ち
が
生
じ
て
く
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、『
怒
り
』

の
感
情
が
あ
れ
ば
治
療
は
上
手
く

い
き
ま
せ
ん
し
、
人
間
関
係
も
上

手
く
い
き
ま
せ
ん
。
怒
り
の
感
情

が
出
て
き
た
と
き
に
自
分
が
ど
う

対
処
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、

「
今
、
怒
っ
て
い
る
」「
イ
ラ
立
っ

て
い
る
」
と
心
の
中
を
実
況
中
継

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

だ
け
で
も
怒
り
は
落
ち
つ
い
て
き

ま
す
。
ま
た
、
腹
が
た
っ
た
時
に

す
ぐ
に
言
い
返
す
の
で
は
な
く
、

数
を
数
え
る
な
ど
し
て
「
時
間
を

遅
ら
せ
る
」
だ
け
で
も
怒
り
を
和

ら
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
怒
っ

て
い
る
感
情
を
客
観
的
に
観
察
で

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
自
分
を
怒

ら
せ
た
相
手
に
怒
り
を
ぶ
つ
け
る

こ
と
が
な
く
な
っ
て
き
ま
す
。

●
『
認
知
症
の
介
護
は
ス
ト
レ
ス

が
た
ま
る
』

（
家
族
）
義
母
が
認
知
症
で
す
。

認
知
症
の
介
護
は
皆
さ
ん
と
同
じ

よ
う
に
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
ま

す
。
ス
ト
レ
ス
解
消
法
が
な
い
と

自
分
が
潰
れ
そ
う
に
な
り
ま
す
。

●
『
不
完
全
で
も
い
い
、
で
も
い

い
加
減
で
は
な
い
姿
勢
で
』

（
山
本
医
師
）
認
知
症
の
介
護
で

は
本
人
の
心
に
寄
り
添
う
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
頑

張
り
す
ぎ
な
い
こ
と
も
大
事
で

す
。
ま
た
、
一
生
懸
命
に
な
り
す

ぎ
ず
、
不
完
全
で
も
い
い
、
で
も

い
い
加
減
で
は
な
い
、
そ
ん
な
姿

勢
が
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
介
護
を
し
て
い
た
ら

「
感
謝
ぐ
ら
い
し
て
ほ
し
い
」
と

（徘徊時には、目が離せないことも多い）

（毎日続く介護は、家族であっても負担が高くなる）
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い
っ
た
気
持
ち
を
つ
い
つ
い
持
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
は
介
護
す

る
側
の
「
執
着
」
で
す
。
何
か
の

期
待
を
持
つ
と
期
待
が
叶
わ
な
か

っ
た
と
き
に
は
ス
ト
レ
ス
と
な
り

ま
す
。

●
『
人
と
話
す
と
き
は
し
っ
か
り

し
て
い
る
の
に
・
・
』

（
家
族
）
う
ち
の
母
親
は
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
の
中
に
い
く
と
、
人
と
よ

う
話
を
し
ま
す
。
ま
た
、
人
が
お

る
と
き
の
方
が
し
ゃ
っ
き
り
し
て

い
る
。
周
り
か
ら
み
た
ら
認
知
症

と
は
思
え
ん
よ
う
に
し
っ
か
り
し

て
い
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。

●
『
適
度
な
ス
ト
レ
ス
が
あ
る
方

が
脳
は
よ
く
働
く
』

（
山
本
医
師
）
脳
は
、
安
心
し
す

ぎ
る
環
境
で
は
働
き
が
悪
く
な
り

ま
す
。
適
度
な
ス
ト
レ
ス
が
あ
る

時
に
脳
は
よ
く
働
き
ま
す
。
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
が
か
か
り
す
ぎ
て
も
い

け
ま
せ
ん
が
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
へ

行
っ
た
り
、
人
と
接
す
る
な
ど
、

あ
る
程
度
の
ス
ト
レ
ス
が
あ
る
環

境
の
方
が
脳
に
と
っ
て
は
よ
い
の

で
す
。
普
段
は
、
家
で
あ
い
さ
つ

が
で
き
な
い
人
が
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

な
ん
か
に
く
る
と
「
お
は
よ
う
ご

ざ
い
ま
す
」「
す
い
ま
せ
ん
」
な

ど
言
え
た
り
し
ま
す
。
認
知
症
を

悪
化
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
①

「
役
割
・
社
会
関
係
を
保
つ
」
②

「
身
体
の
活
動
性
を
保
つ
」
こ
と

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
２

つ
は
大
事
に
さ
れ
た
ら
い
い
と
思
い

ま
す
。

●
『
認
知
症
の
薬
を
変
え
た
ら
症

状
が
落
ち
着
い
て
き
た
』

（
家
族
）
あ
る
時
期
か
ら
新
し
い

認
知
症
の
薬
に
変
え
て
も
ら
っ

て
、
認
知
症
の
症
状
が
だ
い
ぶ
落

ち
着
い
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

●
『
認
知
症
の
薬
は
４
剤
ま
で
増

え
て
い
ま
す
』

（
山
本
医
師
）
認
知
症
の
治
療
薬

と
い
う
と
今
ま
で
は
、
ア
リ
セ
プ

ト
と
い
う
薬
が
中
心
で
し
た
。
そ

れ
が
今
は
、
大
き
く
分
け
て
①
ア

リ
セ
プ
ト
②
レ
ミ
ニ
ー
ル
③
リ
バ

ス
タ
ッ
チ
④
メ
マ
リ
ー
（
全
て
商

品
名
）の
４
剤
ま
で
増
え
て
き
て
、

そ
の
人
の
症
状
に
応
じ
て
使
い
分

け
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
今
ま
で
は
、『
認
知
症
と

言
え
ば
ア
リ
セ
プ
ト
』
と
い
う
ほ

ど
ア
リ
セ
プ
ト
が
使
わ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
４
剤
ま
で
薬
が
増
え
た

こ
と
で
、
怒
り
っ
ぽ
い
攻
撃
的
な

認
知
症
の
患
者
さ
ん
、
逆
に
気
分

が
沈
ん
で
い
る
タ
イ
プ
の
認
知
症

の
患
者
さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の
症
状

に
応
じ
て
薬
を
変
更
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

う
い
っ
た
知
識
を
も
っ
て
い
た
だ

き
、
家
庭
で
の
状
態
を
主
治
医
に

報
告
し
て
も
ら
っ
て
、
症
状
に
応

じ
た
薬
に
変
更
す
る
こ
と
も
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

◆
最
後
に
山
本
先
生
よ
り
一
言

認
知
症
を
介
護
す
る
う
え
で
困
る
こ
と
は
、「
物
忘
れ
」（
中
核
症

状
）
で
は
な
く
、
徘
徊
さ
れ
た
り
、
怒
ら
れ
た
り
、
手
を
あ
げ
ら
れ

た
り
す
る
こ
と
（
周
辺
症
状
）
へ
の
対
応
だ
と
思
い
ま
す
。
物
忘
れ

の
程
度
が
多
少
ひ
ど
く
て
も
、
徘
徊
さ
れ
た
り
、
怒
ら
れ
た
り
、
興

奮
さ
れ
た
り
し
な
け
れ
ば
、
介
護
の
負
担
は
比
較
的
軽
か
っ
た
り
し

ま
す
。

ま
た
、
介
護
負
担
は
、
認
知
症
の
重
症
度
よ
り
も
、
そ
の
人
の

「
性
格
」
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
し
ま
う
こ
と
だ
と
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度
が
多
少
ひ
ど
く
て
も
、
徘
徊
さ
れ
た
り
、
怒
ら
れ
た
り
、
興

奮
さ
れ
た
り
し
な
け
れ
ば
、
介
護
の
負
担
は
比
較
的
軽
か
っ
た
り
し

ま
す
。

ま
た
、
介
護
負
担
は
、
認
知
症
の
重
症
度
よ
り
も
、
そ
の
人
の

「
性
格
」
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
し
ま
う
こ
と
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。「
あ
り
が
と
う
」「
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
さ
れ
る
認
知
症
高
齢

者
な
ら
介
護
者
は
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
ま
せ
ん
が
、
わ
が
ま
ま
だ
っ
た

り
、
今
ま
で
好
き
放
題
で
生
き
て
き
た
人
に
は
介
護
者
は
強
い
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
ま
す
。
そ
う
し
た
方
の
そ
ば
に
い
る
だ
け
で
イ
ラ
立
ち

や
怒
り
を
感
じ
て
し
ま
う
の
で
す
。

し
か
し
、
認
知
症
高
齢
者
は
病
気
を
抱
え
て
生
き
て
お
り
、
認
知

症
高
齢
者
が
合
わ
せ
て
く
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
支
え
る
介

護
者
自
身
が
変
わ
る
し
か
な
い
の
で
す
。
介
護
を
受
け
る
人
が
望
む

こ
と
や
、
介
護
者
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
「
や
さ
し
さ
」
な
の
で
す
。

こ
れ
は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
々
や
さ
し
い
気
持
ち

を
育
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
る
い
、
負
担
の
少
な
い
気
持
ち
で
介

護
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

そ
し
て
、
介
護
の
ス
ト
レ
ス
で
行

き
詰
ま
る
前
に
、
相
談
機
関
は
た
く

さ
ん
あ
る
の
で
、
役
場
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
や
病
院
な
ど
関
係
す

る
機
関
に
相
談
し
て
も
ら
え
た
ら
と

思
い
ま
す
。

◆
最
後
に
山
本
先
生
よ
り
一
言

認
知
症
を
介
護
す
る
う
え
で
困
る
こ
と
は
、「
物
忘
れ
」（
中
核
症

状
）
で
は
な
く
、
徘
徊
さ
れ
た
り
、
怒
ら
れ
た
り
、
手
を
あ
げ
ら
れ

た
り
す
る
こ
と
（
周
辺
症
状
）
へ
の
対
応
だ
と
思
い
ま
す
。
物
忘
れ

の
程
度
が
多
少
ひ
ど
く
て
も
、
徘
徊
さ
れ
た
り
、
怒
ら
れ
た
り
、
興

奮
さ
れ
た
り
し
な
け
れ
ば
、
介
護
の
負
担
は
比
較
的
軽
か
っ
た
り
し

ま
す
。

ま
た
、
介
護
負
担
は
、
認
知
症
の
重
症
度
よ
り
も
、
そ
の
人
の

「
性
格
」
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
し
ま
う
こ
と
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。「
あ
り
が
と
う
」「
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
さ
れ
る
認
知
症
高
齢

者
な
ら
介
護
者
は
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
ま
せ
ん
が
、
わ
が
ま
ま
だ
っ
た

り
、
今
ま
で
好
き
放
題
で
生
き
て
き
た
人
に
は
介
護
者
は
強
い
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
ま
す
。
そ
う
し
た
方
の
そ
ば
に
い
る
だ
け
で
イ
ラ
立
ち

や
怒
り
を
感
じ
て
し
ま
う
の
で
す
。

し
か
し
、
認
知
症
高
齢
者
は
病
気
を
抱
え
て
生
き
て
お
り
、
認
知

症
高
齢
者
が
合
わ
せ
て
く
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
支
え
る
介

護
者
自
身
が
変
わ
る
し
か
な
い
の
で
す
。
介
護
を
受
け
る
人
が
望
む

こ
と
や
、
介
護
者
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
「
や
さ
し
さ
」
な
の
で
す
。

こ
れ
は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
々
や
さ
し
い
気
持
ち

を
育
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
る
い
、
負
担
の
少
な
い
気
持
ち
で
介

護
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

そ
し
て
、
介
護
の
ス
ト
レ
ス
で
行

き
詰
ま
る
前
に
、
相
談
機
関
は
た
く

さ
ん
あ
る
の
で
、
役
場
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
や
病
院
な
ど
関
係
す

る
機
関
に
相
談
し
て
も
ら
え
た
ら
と

思
い
ま
す
。

◆
最
後
に
山
本
先
生
よ
り
一
言

認
知
症
を
介
護
す
る
う
え
で
困
る
こ
と
は
、「
物
忘
れ
」（
中
核
症

状
）
で
は
な
く
、
徘
徊
さ
れ
た
り
、
怒
ら
れ
た
り
、
手
を
あ
げ
ら
れ

た
り
す
る
こ
と
（
周
辺
症
状
）
へ
の
対
応
だ
と
思
い
ま
す
。
物
忘
れ

の
程
度
が
多
少
ひ
ど
く
て
も
、
徘
徊
さ
れ
た
り
、
怒
ら
れ
た
り
、
興

奮
さ
れ
た
り
し
な
け
れ
ば
、
介
護
の
負
担
は
比
較
的
軽
か
っ
た
り
し

ま
す
。

ま
た
、
介
護
負
担
は
、
認
知
症
の
重
症
度
よ
り
も
、
そ
の
人
の

「
性
格
」
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
し
ま
う
こ
と
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。「
あ
り
が
と
う
」「
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
さ
れ
る
認
知
症
高
齢

者
な
ら
介
護
者
は
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
ま
せ
ん
が
、
わ
が
ま
ま
だ
っ
た

り
、
今
ま
で
好
き
放
題
で
生
き
て
き
た
人
に
は
介
護
者
は
強
い
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
ま
す
。
そ
う
し
た
方
の
そ
ば
に
い
る
だ
け
で
イ
ラ
立
ち

や
怒
り
を
感
じ
て
し
ま
う
の
で
す
。

し
か
し
、
認
知
症
高
齢
者
は
病
気
を
抱
え
て
生
き
て
お
り
、
認
知

症
高
齢
者
が
合
わ
せ
て
く
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
支
え
る
介

護
者
自
身
が
変
わ
る
し
か
な
い
の
で
す
。
介
護
を
受
け
る
人
が
望
む

こ
と
や
、
介
護
者
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
「
や
さ
し
さ
」
な
の
で
す
。

こ
れ
は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
々
や
さ
し
い
気
持
ち

を
育
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
る
い
、
負
担
の
少
な
い
気
持
ち
で
介

護
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

そ
し
て
、
介
護
の
ス
ト
レ
ス
で
行

き
詰
ま
る
前
に
、
相
談
機
関
は
た
く

さ
ん
あ
る
の
で
、
役
場
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
や
病
院
な
ど
関
係
す

る
機
関
に
相
談
し
て
も
ら
え
た
ら
と

思
い
ま
す
。

◆
最
後
に
山
本
先
生
よ
り
一
言

認
知
症
を
介
護
す
る
う
え
で
困
る
こ
と
は
、「
物
忘
れ
」（
中
核
症

状
）
で
は
な
く
、
徘
徊
さ
れ
た
り
、
怒
ら
れ
た
り
、
手
を
あ
げ
ら
れ

た
り
す
る
こ
と
（
周
辺
症
状
）
へ
の
対
応
だ
と
思
い
ま
す
。
物
忘
れ

の
程
度
が
多
少
ひ
ど
く
て
も
、
徘
徊
さ
れ
た
り
、
怒
ら
れ
た
り
、
興

奮
さ
れ
た
り
し
な
け
れ
ば
、
介
護
の
負
担
は
比
較
的
軽
か
っ
た
り
し

ま
す
。

ま
た
、
介
護
負
担
は
、
認
知
症
の
重
症
度
よ
り
も
、
そ
の
人
の

「
性
格
」
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
し
ま
う
こ
と
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。「
あ
り
が
と
う
」「
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
さ
れ
る
認
知
症
高
齢

者
な
ら
介
護
者
は
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
ま
せ
ん
が
、
わ
が
ま
ま
だ
っ
た

り
、
今
ま
で
好
き
放
題
で
生
き
て
き
た
人
に
は
介
護
者
は
強
い
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
ま
す
。
そ
う
し
た
方
の
そ
ば
に
い
る
だ
け
で
イ
ラ
立
ち

や
怒
り
を
感
じ
て
し
ま
う
の
で
す
。

し
か
し
、
認
知
症
高
齢
者
は
病
気
を
抱
え
て
生
き
て
お
り
、
認
知

症
高
齢
者
が
合
わ
せ
て
く
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
支
え
る
介

護
者
自
身
が
変
わ
る
し
か
な
い
の
で
す
。
介
護
を
受
け
る
人
が
望
む

こ
と
や
、
介
護
者
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
「
や
さ
し
さ
」
な
の
で
す
。

こ
れ
は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
々
や
さ
し
い
気
持
ち

を
育
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
る
い
、
負
担
の
少
な
い
気
持
ち
で
介

護
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

そ
し
て
、
介
護
の
ス
ト
レ
ス
で
行

き
詰
ま
る
前
に
、
相
談
機
関
は
た
く

さ
ん
あ
る
の
で
、
役
場
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
や
病
院
な
ど
関
係
す

る
機
関
に
相
談
し
て
も
ら
え
た
ら
と

思
い
ま
す
。

（認知症について説明する山本医師）
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防
災
行
政
無
線
戸
別

受
信
機
の
回
収
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

現
在
、
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無

線
の
運
用
開
始
と
と
も
に
、
古
い

戸
別
受
信
機
と
屋
外
ア
ン
テ
ナ
を

撤
去
・
回
収
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
、
ご
家
庭
に
古
い
戸
別
受

信
機
や
屋
外
ア
ン
テ
ナ
が
設
置
さ

れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
世
帯

は
、
役
場
総
務
課
ま
で
お
電
話
く

だ
さ
い
。
お
電
話
を
い
た
だ
い
た

世
帯
に
、
後
日
、
撤
去
・
回
収
に

お
伺
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
役
場
１
階
に
も
回
収
ボ

ッ
ク
ス
を
設
置
し
ま
す
の
で
、
役

場
に
ご
来
庁
の
際
に
お
持
ち
く
だ

さ
る
な
ど
、
対
象
世
帯
の
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
１

障
害
者
福
祉
医
療

費
受
給
者
証
が

更
新
さ
れ
ま
す

今
、
お
持
ち
の
福
祉
医
療
費
受

給
者
証
の
有
効
期
間
が
平
成
25
年

３
月
末
ま
で
の
方
は
、
有
効
期
間

内
に
役
場
住
民
課
で
更
新
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。

対
象
の
方
は
、
身
体
障
害
者
手

帳
１
級
・
２
級
、
療
育
手
帳
Ａ

１
・
Ａ
２
を
お
持
ち
の
方
（
18
歳

未
満
の
方
は
身
体
障
害
者
手
帳
３

級
・
４
級
お
よ
び
療
育
手
帳
Ｂ
１

を
お
持
ち
の
方
を
含
む
）
で
す
。

な
お
、
有
効
期
間
が
平
成
25
年

７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
方

は
、
今
回
の
更
新
手
続
き
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

【
手
続
き
に
必
要
な
物
】

・
今
お
持
ち
の
福
祉
医
療
費
受
給

者
証

・
健
康
保
険
証

・
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育

手
帳

・
印
鑑
（
認
め
印
で
可
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
　
　

住
民
課
福
祉
医
療
係
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
７
０

国
民
年
金
保
険
料

の
納
め
忘
れ
は
あ

り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
保
険
料
は
日
本
年
金

機
構
か
ら
お
送
り
す
る
納
付
案
内

書
な
ど
に
よ
り
、
毎
月
の
保
険
料

を
翌
月
の
末
日
ま
で
に
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る

と
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年

金
の
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
場

合
に
よ
っ
て
は
年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
万
一
の
と
き
に
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
便
利
で
安
心
な
口
座

振
替
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま

す
。
口
座
振
替
に
し
て
お
く
と
、

毎
月
、
納
め
に
行
く
時
間
と
手
間

が
か
か
ら
ず
便
利
で
安
心
で
す
。

ま
た
、
口
座
振
替
の
な
か
に
は

割
引
の
あ
る
お
得
な
振
替
方
法

（
早
割
・
一
年
前
納
・
半
年
前
納
）

も
あ
り
ま
す
。

お
申
し
込
み
方
法
は
、
口
座
振

替
申
出
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・

押
印
（
金
融
機
関
の
届
出
印
）
し

て
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
お

申
し
込
み
さ
れ
る
か
、
ご
郵
送
く

だ
さ
い
。
ま
た
は
金
融
機
関
窓
口

に
ご
提
出
い
た
だ
い
て
も
結
構
で

す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

高
知
西
年
金
事
務
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
７
５
―
１
７
１
７

住
民
課
年
金
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
５

平
成
20
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
特
定
健
診
で
す
が
、
生
活
習

慣
病
に
着
目
し
た
こ
の
健
診
は
、

40
歳
〜
74
歳
の
全
て
の
方
が
年
１

回
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
だ
特
定
健
診
を
受
け
ら
れ

て
い
な
い
方
は
、
12
月
に
お
届
け

し
て
い
る
受
診
券
を
利
用
し
て
無

料
で
医
療
機
関
で
も
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
医
療
機
関
に
定
期

的
に
か
か
っ
て
い
る
方
や
、
総
合

健
診
で
受
診
で
き
な
か
っ
た
方

も
、
ぜ
ひ
こ
の
特
定
健
診
受
診
券

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
平
成
24

年
度
は
３
月
末
ま
で
の
有
効
期
限

に
な
っ
て
い
ま
す
。

特
定
健
診
を
受
診
さ
れ
る
方

は
、
受
診
を
希
望
す
る
医
療
機
関

へ
予
約
の
上
、
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
・
受
診
券
（
水
色
の

紙
）
・
問
診
票
・
平
成
23
年
度
の

特
定
健
診
の
健
診
結
果
（
お
持
ち

の
方
の
み
）
を
持
参
し
、
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

☆
町
内
で
特
定
健
診
が
受
診
で
き

る
医
療
機
関

岡
本
内
科
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
２
１

北
島
病
院
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
０
４
３
２

前
田
病
院
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
７
５

山
�
病
院
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
２
３

山
�
外
科
整
形
外
科
病
院

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
３
６

特
定
健
診
は
無
料
で
医
療
機

関
で
も
受
診
で
き
ま
す
�
国

保
加
入
の
方
は
３
月
末
ま
で

に
受
診
し
て
く
だ
さ
い

若
槻
産
婦
人
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
３
２

※
町
外
の
医
療
機
関
で
も
受
診
で

き
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
課
特
定
健
診
担
当

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
７
０

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
２
１
１

国
民
健
康
保
険

の
保
険
証
が

変
わ
り
ま
す

今
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
は
有
効
期
限
が
平
成
25

年
３
月
末
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

４
月
か
ら
新
し
い
保
険
証
に
変
わ

り
ま
す
の
で
、
３
月
末
ま
で
に
国

保
の
世
帯
主
の
方
に
郵
送
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
手
続
き
は
不
要

で
す
。

な
お
、
国
保
を
や
め
る
と
き
や

住
所
変
更
な
ど
の
変
更
が
あ
っ
た

場
合
は
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で

国
保
係
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
３
月
末
に
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ

く
の
は
74
歳
ま
で
の
国
保
被
保
険

者
の
方
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
へ
加
入

の
方
の
保
険
証
有
効
期
限
は
７
月

末
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
被
保
険

者
証
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
７
月

末
ま
で
に
送
付
い
た
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
課
国
保
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
７
０
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１月２４日実施
じっし

の３歳
さい

児
じ

健診
けんしん

で虫歯
むしば

のなかったお子
こ

さんを紹介
しょうかい

します。
ぴかぴかの歯

は

と、すてきな笑顔
えがお

をみせてくれました。

これからも、しっかり歯
は

みがきをして、きれいな歯
は

を守
まも

ってね！

い
じ
め
、
不
登
校
、
児
童
虐
待

な
ど
の
相
談
ご
と
は
、
子
ど
も
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
中
心
と
な
っ

て
支
援
し
ま
す
。

【
相
談
窓
口
】

昼
間

・
子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

こ
す
も
す
（
教
育
委
員
会
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

夜
間

・
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

ひ
だ
ま
り
（
佐
川
町
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
０
―
０
２
０
３

そ
の
他
関
係
機
関

・
中
央
児
童
相
談
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
６
６
―
６
７
９
１

・
高
知
県
教
育
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
６
６
―
３
８
９
０

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
―
０
０
７
―
１
１
０

・
高
知
県
心
の
教
育
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
３
３
―
２
９
２
２

子
ど
も
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

こ
す
も
す

子ども虐待防止

オレンジリボン運動

１
月
の
消
防
団
の
活
動
状
況

は
、次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
住
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
・
ご
協
力
と
、
温
か
い

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

◎
警
戒
出
動
　
　
１
件

（
延
日
数：

３
日
、

延
人
員：

28
人
）

○
訓
練
出
動
　
　
０
件

○
予
防
出
動
　
　
０
件

○
火
災
出
動
　
　
０
件

○
捜
索
出
動
　
　
０
件

○
水
防
出
動
　
　
０
件

新
規
入
団
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。入

団
に
関
す
る
こ
と
は
、
お
近

く
の
消
防
団
員
、
も
し
く
は
役
場

総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
１

消
防
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

消
防
団
の
活
動
状
況

（
平
成
25
年
１
月
）



場　所 集合時間月日

4
月
22
日
（
月
）

場　所 集合時間月日

4
月
19
日
（
金
）

小日浦・岡村敬喜氏宅前
堂林集会所前
田代・斎藤満行氏宅入口県道三差路
栃ノ木集会所
桐見川1区・文殊堂下広場
西浦複合集会所前
大平集会所前
大桐郵便局前（島）
上流バス停横
五味複合集会所前
遊行寺集会所前
保健福祉センター駐車場

場　所 集合時間月日場　所 集合時間月日

―広報おち―3月号―12―

4
月
16
日
（
火
）

4
月
18
日
（
木
）

9：00
9：15
9：20
9：35～9：40
9：55～10：00
10：15
10：35
10：50
11：15～11：35
13：15～1３：45
14：05～14：45

18区2・藤原卓氏宅前
15区2・船戸バス停横
15区1・横山食品前
野老山多目的集会所前
18区1・熊秋集会所前
17区2・八ヶ窪集会所前
17区1・藤原孝一氏倉庫前
13区・織田憲照氏宅前ごみステーション
文徳集会所前
1区・宮崎商店前
役場東側車庫

9：10
9：20
9：50
10：10
10：25
10：45
11：00
11：10
11：20
11：30～11：40
13：15～13：25
13：45～14：25

8：50～ 9：10
9：25
9：40
10：20 
10：50
11：00～11：05
13：20
13：50～14：30

鎌井田・山中タバコ店前
京塚・山中鶴亀氏宅前
桑薮集会所
谷ノ内高齢者活動促進施設前
片岡老人里の家前
黒瀬集会所下
山室農林共同館前
役場東側車庫

狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
犬
の

登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
犬
の
登
録
】

生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
30
日

以
内
に
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

（
生
後
90
日
以
内
の
犬
は
、
生

後
90
日
を
経
過
し
て
か
ら
30
日

以
内
）

○
登
録
が
お
済
み
で
な
い
飼
い
主

の
方
は
、登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

○
な
お
、
下
記
表
の
狂
犬
病
予
防

注
射
当
日
も
登
録
を
受
け
付
け

ま
す
の
で
、
ご
連
絡
い
た
だ
き

ま
す
と
問
診
票
を
送
付
し
ま

す
。

【
狂
犬
病
予
防
注
射
】

毎
年
１
回
必
ず
受
け
て
く
だ
さ

い
。４

月
に
下
記
狂
犬
病
予
防
注
射

日
程
に
よ
り
集
合
注
射
を
町
内
各

地
で
行
い
ま
す
。
も
し
集
合
注
射

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き

は
動
物
病
院
で
受
け
て
く
だ
さ

い
。

《
狂
犬
病
予
防
注
射
は
問
診
票
へ

必
要
事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
》

○
登
録
済
み
の
飼
い
主
の
方
に
は

予
防
注
射
の
通
知
と
問
診
票
を

送
付
し
ま
す
。

※
注
射
を
受
け
る
と
き
は
必
ず
問

診
票
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

（
問
診
票
を
忘
れ
る
と
注
射
に

時
間
が
か
か
り
ま
す
）

【
料
金
（
1
匹
に
つ
き
）】

○
登
録
料
　
３，

０
０
０
円

○
注
射
料
　

（
集
合
注
射
）
３，

０
０
０
円

（
動
物
病
院
）
３，

５
０
０
円

※
つ
り
銭
が
い
ら
な
い
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
登
録
し
て
い
る
犬
が
死
亡
し
た

り
、
犬
の
所
在
な
ど
登
録
事
項

が
変
わ
っ
て
い
る
場
合
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

登
録
を
し
た
ら
「
犬
鑑
札
」
が

交
付
さ
れ
ま
す
の
で
犬
の
首
輪
に

付
け
て
く
だ
さ
い
。

行
方
不
明
で
保
護
さ
れ
た
と

き
、
札
を
付
け
て
い
れ
ば
飼
い
主

が
分
か
り
、
飼
い
主
の
元
へ
帰
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
】

○
散
歩
の
途
中
で
犬
が
フ
ン
を
し

た
場
合
は
、
必
ず
自
宅
へ
持
ち

帰
っ
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

○
家
の
周
囲
で
排
尿
を
す
る
と
、

そ
こ
で
生
活
を
し
て
い
る
方
に

迷
惑
と
な
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
登
録
届
出
先

環
境
水
道
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
４

平
成
25
年
度
狂
犬
病
予
防
注
射
日
程

予
防
注
射
は
、
都
合
の
よ
い
場
所
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
実
施

日
の
時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

9：15
9：25
9：35
9：55～10：25
10：40～10：55
11：05～11：10
11：20～11：35
13：15～13：25
13：35
13：45～13：50
14：15～15：00

日ノ浦集会所前
清助集落入口前カーブ
稲村集落入口（横畠側）
横畠西部老人里の家前
横畠多目的集会所前（本村）
堂岡集会所
今成集会所前
柴尾集会所前
宮地上・神母谷
宮地下・岡本政晴氏宅前
役場東側車庫

場広報情
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受付窓口・担当部署変更のお知らせ

福祉や障がい者（児）に関する受付窓口が保健福祉センターに変わります

４月１日から、越知町住民課福祉係の受付窓口が、越知町役場から越知町保健福祉センター（２階）に変わ
ります。福祉や障がい者（児）に関する下記の手続きが保健福祉センターで受け付けとなります。
【福祉に関すること】

・高齢者福祉（災害時要援護者、緊急通報装置、在宅介護手当、住宅改造支援、
軽度生活支援、外出支援、養護老人ホーム入所措置などの相談や申請）

・生活保護（相談、申請、保護費支給、医療券の発行など）
・戦没者等（戦没者追悼式、恩給、弔慰金などの相談や申請）
・生活環境改善支援（放置山林などの立木の除去）

【障がい者（児）に関すること】

・障害者手帳（身体障害者手帳、療育手帳などの申請や交付）
・更生・育成医療（申請や支給）
・障害福祉サービス（補装具、日常生活用具などの申請や支給）
・タクシー・ガソリンチケット（申請や支給）
・あったかパーキング、高速道路料金割引、ＮＨＫ受信料減免などの申請

※福祉や障がい者（児）に関する受付窓口の変更に関してご質問などありましたら、下記までお問い合わせく
ださい。
◆お問い合わせ先

住民課　TEL26－1170          保健福祉センター　　TEL26－3211

越知保育園の担当部署が教育委員会に変わります

４月１日から、幼稚園と保育園が連携し、地域の幼児教育と乳幼児保育を充実させるため、越知保育園・越
知幼稚園の窓口の一元化を予定しています。
これに伴い、越知保育園の担当部署が、住民課から教育委員会に変わります。
担当部署は変更になりますが、越知保育園の入園などの手続きは従来と変わりありません。
※越知保育園の担当部署変更に関してご質問などありましたら、下記までお問い合わせください。

◆お問い合わせ先

教育委員会生涯学習課　　　TEL26－3511         越知保育園　　　TEL26－2141

緑
に
囲

ま
れ
た
工

房
で
、
オ

リ
ジ
ナ
ル

の
陶
芸
作

品
を
作
っ

て
み
ま
せ

ん
か
。
仕

上
が
り
ま

で
、
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
丁
寧
に
ご
指
導
い
た

し
ま
す
。

初
め
て
の
方
で
も
ご
安
心
く
だ

さ
い
。

【
教
室
料
金
】

入
会
金：

な
し

１
回：

１，

５
０
０
円

土
代：

２
０
０
円
（
１
㎏
）

焼
成
代：

仕
上
が
り
の
大
き
さ

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

（
例：

ご
は
ん
茶
碗
５
０
０
円

〜
７
０
０
円
）

【
教
室
日
】

日
曜
日
・
月
曜
日
・
火
曜
日

【
教
室
時
間
】

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

※
ご
希
望
の
時
間
を
ご
相
談
く
だ

さ
い

◆
連
絡
先

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ
―
Ｇ
Ａ（
越
知
町
11
区
）

北
川
和
可

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
０
４
１

携
帯
０
９
０
―
４
５
０
０
―
０
０
４
９

陶
芸
教
室
の
ご
案
内



越
知
保
育
園
内

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

―広報おち―3月号―14―

ë募集・案内 ê

ク
ヌ
ギ
な
ど
広
葉
樹
の
森
の
木

を
育
て
る
こ
と
に
よ
り
、
生
物
の

多
様
性
を
守
る
こ
と
か
ら
、
森
が

持
つ
水
の
保
水
力
お
よ
び
浄
化
力

を
高
め
、
山
と
里
と
川
の
豊
か
な

自
然
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
昨
年
12
月
に
予
定

し
て
い
ま
し
た
が
、積
雪
の
た
め
、

下
記
の
実
施
日
へ
と
延
期
し
ま
し

た
。
今
回
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

【
日
時
】

３
月
20
日
（
水
・
祝
日
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
２
時

※
植
樹
作
業
は
正
午
ま
で

【
集
合
場
所
】

仁
淀
川
漁
業
協
同
組
合
　

午
前
８
時
15
分
集
合
（
バ
ス
の

山
は
川
の
生
み
の
親

越
知
町
黒
森
山
植
樹

仁
淀
川
の
森
に
、
木
を
植
え
よ
う
！

送
迎
あ
り
）

※
現
地
集
合
の
方
は
午
前
９
時
50

分
に
黒
森
山
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ

い
。

【
植
樹
場
所
】
黒
森
山

【
参
加
費
】
無
料

【
持
参
物
】
昼
食
・
飲
み
物
・
植

樹
の
で
き
る
服
装

【
申
込
締
切
】

３
月
15
日
（
金
）

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

企
画
課
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
６
４

◎
主
催

仁
淀
川
漁
業
協
同
組
合
・
公
益

社
団
法
人
高
知
県
森
と
緑
の
会

こ
の
事
業
は
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル

の
『
四
国
の
水
・
森
に
、
感
謝
』

事
業
の
助
成
を
受
け
実
施
し
ま
す
。

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
絵
本
の

貸
し
出
し
も
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

「
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
」
に
も
、

皆
さ
ん
誘
い
合
っ
て
、
遊
び
に
来

て
く
だ
さ
い
ね
。

☆
3
月
の
予
定
☆

（
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
）

◎
６
日
（
水
）

楽
し
く
遊
ぼ
う
！

手
型
を
と
り
ま
す
。

◎
15
日
（
金
）

誕
生
会
を
楽
し
も
う
！

※
今
年
度
、
最
後
の
な
か
よ
し
ひ

ろ
ば
で
す
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り

ま
す
。

【
時
間
】

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

【
場
所
】

越
知
保
育
園

○
お
知
ら
せ

※
４
月
２
日
（
火
）
か
ら
５
日

（
金
）
の
間
、
支
援
セ
ン
タ
ー
は

休
み
で
す
。

※
一
時
預
か
り
は
、
３
月
21
日

（
木
）
か
ら
４
月
９
日
（
火
）
ま

で
休
み
で
す
。

☆
特
別
企
画
☆

子
育
て
交
流
会
・
遠
足
の
ご
案
内

【
日
時
】

３
月
12
日
（
火
）

午
前
９
時
45
分
〜

午
後
２
時
45
分
（
予
定
）

【
行
き
先
】

か
わ
う
そ
公
園
（
津
野
町
）

（
い
ち
ご
狩
り
も
予
定
し
て
い
ま
す
）

【
集
合
時
間
】

午
前
９
時
45
分

【
集
合
場
所
】

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
バ
ス
が
待
っ
て
い
ま
す
）

【
対
象
】

６
歳
ま
で
の
未
就
園
の
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者

【
持
ち
物
】

お
子
さ
ん
の
お
弁
当

（
大
人
は
注
文
で
き
ま
す
）

飲
み
物
・
お
や
つ
・
敷
物

※
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
の
合
同

企
画
で
す
。

※
保
険
代
と
し
て
、
自
費
一
人
50

円
程
度
必
要
で
す
。

【
申
込
締
切
】

３
月
８
日
（
金
）

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

越
知
保
育
園

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

担
当
　
須
内
・
岡
本

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
２
１
４
１

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
２
１
１

民
家
に
残
さ
れ
た
古
い
お
雛
様

の
展
示
、「
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ
―
Ｇ
Ａ
陶
芸

教
室
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
春
の
器

作
品
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

期
間
中
は
、
花
器
や
手
作
り
の

お
雛
様
の
販
売
、
ま
た
福
引
も
ご

用
意
し
て
、
皆
さ
ま
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】

３
月
１
日
（
金
）
〜
３
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

【
開
催
場
所
】

（
旧
）大
川
薬
舗
　
越
知
町
中
町

【
入
場
料
】

無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

「
お
ち
町
並
み
の
会
」

代
表
　
横
川
満
久

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
０
０
０
７

お
雛
様
と

春
の
陶
芸
展
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香
我
美
町
コ
ー
ス

【
日
時
】

３
月
29
日
（
金
）

午
前
８
時
30
分

サ
ン
プ
ラ
ザ
越
知
駐
車
場
集
合

午
前
８
時
40
分

サ
ン
プ
ラ
ザ
越
知
駐
車
場
出
発

午
後
５
時

帰
着
予
定

【
経
路
】

越
知
―
高
知
―
香
我
美
―
夜
須

―
高
知
―
い
の
―
越
知

【
実
施
要
領
】

・
香
我
美
町
花
畑
お
よ
び
夜
須
町

月
見
山
こ
ど
も
の
森
公
園
行
き

と
す
る

・
車
両
を
利
用
し
て
実
施
す
る

・
会
費
２，

７
０
０
円

（
お
弁
当
代
含
む
）

・
集
合
時
間
厳
守

・
人
員
に
達
す
る
と
締
め
切
る

・
小
雨
決
行

・
そ
の
他
は
従
来
ど
お
り

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

矢
野
（
３
区
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
０
４
５
８

歩
こ
う
会

ë募集・案内 ê

～越知町クリーンプロジェクト～
今、清流仁淀川が全国から注目を受ける存在となってまいりました。
ＮＨＫスペシャル「仁淀川　青の神秘」、「新日本風土記　仁淀川」をはじめ民放やドラマの舞台として活用

されたところから、仁淀ブルーや清流を求め、流域に来られる県外客も増えてまいりました。
４月より仁淀川流域の観光エリアキャンペーン、５月から仁淀川を撮影した「県庁おもてなし課」の映画も

始まります。
今後、マスメディアを含め、更に多くの人々が仁淀川に来ることが予想されます。
これまでも、一斉清掃として美化活動をさまざまな団体が行ってきましたが、観光シーズン前の２月から３

月までの間に、仁淀川流域の代表的な観光地を中心にボランティア参加型の美化清掃活動をするプロジェクト
です。

～越知町クリーンプロジェクトについて～
【日　　時】 ３月２４日（日）

午前９時～正午
【場　　所】 本村キャンプ場～片岡沈下橋（川沿い）
【集合時間】 午前９時
【集合場所】 明治中学校（鎌井田本村）
【募集定員】 ２０名程度（保険付）

（カヌーや川舟を所有している川専門の方を募集しております）

※　清掃終了後には記念品のお渡し、汁物などを用意しております。
※　清掃道具（軍手・ごみ袋・お茶）は用意いたします。
※　参加ご希望の方は清掃日の３日前までにお申し込みください。
※　ボランティアの方が定員数になれば締め切りをさせていただきます。

◆お申し込み・お問い合わせ先
仁淀川地域観光協議会
TEL 088－893－0733 FAX 088－893－1205
主催：仁淀川地域観光協議会・高知県

博
物
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

春
季
企
画
展：

『
山
野
草
に
魅
せ

ら
れ
て
―
横
倉
山
で
出
会
っ
た

花
々
の
写
真
展
―
』

【
期
間
】

３
月
16
日（
土
）か
ら

４
月
14
日（
日
）ま
で

【
場
所
】

横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館
　

１
階
ホ
ー
ル

「
山
野
草
写
真
愛
好
会
」
会
員

の
萩
野
善
久
・
鈴
子
夫
妻
（
土
佐

市
）
に
よ
る
、
横
倉
山
で
見
ら
れ

る
可
憐
な
山
野
草
の
写
真
展
。

萩
野
夫
妻
は
、
10
年
ほ
ど
前
に

横
倉
山
の
『
タ
イ
プ
植
物
』
の
一

つ
で
世
界
的
な
希
少
植
物
で
あ
る

「
コ
オ
ロ
ギ
ラ
ン
」
と
初
め
て
出

会
い
、
そ
れ
以
来
横
倉
山
に
は
あ

ま
り
目
立
た
な
い
が
魅
力
あ
る
多

く
の
花
が
あ
る
こ
と
に
気
付
き
、

特
に
、
マ
ク
ロ
で
見
る
足
元
の
小

さ
な
花
に
今
ま
で
見
え
な
か
っ
た

魅
力
が
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感

動
を
覚
え
た
そ
う
で
す
。

今
回
の
企
画
展
で
は
、
そ
ん
な

中
か
ら
、
萩
野
夫
妻
が
10
年
来
撮

り
続
け
て
き
た
、
横
倉
山
の
博
士

ゆ
か
り
の
植
物
や
一
般
に
は
あ
ま

り
目
立
た
な
い
足
元
の
可
憐
な
植

物
な
ど
、
そ
の
美
し
さ
と
神
秘
性

に
感
動
し
た
約
１
０
０
点
の
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
写
真
を
主
に
、
１
８

０
種
の
花
の
写
真
を
映
像
で
紹
介

し
ま
す
。

【
入
館
料
】（
入
場
料
自
体
は
無
料
）

大
人
　
　
　
　
　
　
５
０
０
円

高
校
・
大
学
生
　
　
４
０
０
円

（
各
団
体
20
名
以
上
は
１
０
０

円
引
き
、
身
障
者
は
無
料
）

※
越
知
町
内
の
小
・
中
学
生
無
料
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木
造
如
来
形
坐
像

も
く
ぞ
う
に
ょ
ら
い
ぎ
ょ
う
ざ
ぞ
う

（
頭
の
肉
髻
は
低
く
造
ら
れ
、
螺ら

髪ほ
つ

部
分
と
一
体
化
し
て
見
分
け
が

つ
か
な
い
状
態
で
、
額ひ

た
い

部
分
の
髪

の
生
え
際
中
央
部
は
下
が
っ
て
い

ま
す
。

■
螺
髪
は
大
粒
の
切
り
付
け
螺
髪

で
、
面
長
な
顔
に
半
眼
伏
目

は
ん
が
ん
ふ
し
め

の

白
毫
相

び
ゃ
く
ご
う
そ
う

の
面
相

め
ん
そ
う

を
刻
み
、（
螺
髪

は
螺
施
状

ら
せ
ん
じ
ょ
う

に
大
き
く
彫
り
出
し
、

面
長
お
も
な
が

な
お
顔
に
目
は
な
か
ば
開
い

た
伏
し
め
が
ち
で
、
白
毫
を
は
め

込
ん
だ
お
顔
を
造
ら
れ
て
お
り
）

■
衲
衣
の
う
え

を
通
肩
つ
う
け
ん

に
着
け
、
右
手
は

屈
臂
く
っ
ぴ

し
て
前
方
に
上
げ
（
欠
失
）、

左
手
を
屈
臂
し
て
膝
上
に
置
き

（
欠
失
）
、
右
足
を
上
に
し
て

結
跏
趺
坐

け
っ
か
ふ
ざ

す
る
。

越
知
町
の
文
化
財

越
知
史
談
会
No.20

は
じ
め
に

文
徳
集
落
（
越
知
丙
）
の
地
蔵

堂
に
あ
る
越
知
町
指
定
文
化
財
の

第
三
回
目
は
、
江
戸
時
代
の
仏
像

紹
介
で
す
。

指
定
年
月
日
は
平
成
十
六
（
二

〇
〇
四
）
年
三
月
九
日
の
指
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

高
知
県
文
化
財
保
護
審
議
会
長

前
田
和
男
氏
の
報
告
書
を
参
考
に

し
な
が
ら
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

（

）
書
き
の
中
が
説
明
文
で

す
。木

造
如
来
形
坐
像

一い
っ

Aく

像
高
　
三
五
・
六
セ
ン
チ

江
戸
時
代

■
ヒ
ノ
キ
材
、
一
木
造

い
ち
ぼ
く
づ
く
り
、
彫
眼

ち
ょ
う
が
ん
の

漆
箔
像

し
っ
ぱ
く
ぞ
う

で
、
内
刳
う
ち
ぐ

り
を
施ほ
ど
こ
す
。

（
木
で
造
ら
れ
た
如
来
形
状
の
坐す

わ

っ
た
仏
像
が
一
体
あ
り
ま
す
。

如
来
像
の
高
さ
は
三
五
・
六
セ

ン
チ
あ
り
、
江
戸
時
代
に
造
ら
れ

た
も
の
で
す
。

ヒ
ノ
キ
材
の
一
本
の
木
で
造
ら

れ
て
お
り
、
目
は
彫ほ

り
込こ

ん
で
あ

ら
わ
し
て
い
て
漆う
る
し

を
塗
っ
た
上

に
、
も
と
は
金
箔

き
ん
ぱ
く

を
貼
っ
た
仏
像

で
、
体
の
内
側
は
像
が
割
れ
な
い

よ
う
に
え
ぐ
っ
て
削け

ず

ら
れ
て
い
ま

す
）

■
肉
髻
に
っ
け
い

が
低
く
、
地
髪
じ
は
つ
ぶ

部
と
一
体

化
し
て
区
別
が
困
難
で
、
髪
際

は
っ
さ
い

中

央
が
さ
が
る
。

（
衣
は
両
肩
を
覆
う
着
方
で
、
右

手
は
肘ひ
じ

を
曲
げ
て
本
来
は
前
方
に

上
げ
て
い
ま
す
が
、
現
在
は
失
わ

れ
て
い
ま
す
。
左
手
も
肘ひ

じ

を
曲
げ

て
膝
の
上
に
本
来
置
い
て
い
る
も

の
で
す
が
、
こ
ち
ら
も
失
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
右
足
を
上
に

し
て
の
足
の
甲
と
裏
と
を
結
ん

で
、
つ
ま
り
合
わ
し
て
坐す
わ

っ
て
い

ま
す
）

■
構
造
は
頭
・
体
部
を
一
材
か
ら

彫
成

ち
ょ
う
せ
い
し
て
底
部
に
浅
く
小
さ
い

内
刳
う
ち
ぐ

り
を
施
し
、
両
手
前
膊
部

ぜ
ん
は
く
ぶ

を

挿さ

し
込
み
（
欠
失
）、
膝
前
は
横

一
材
で
彫
り
出
し
て
矧は

ぎ
寄
せ
る
。

（
造
り
は
、
頭
と
体
の
部
分
を
一

つ
の
材
料
か
ら
彫
り
出
し
て
造
ら

れ
て
お
り
、
底
の
部
分
に
浅
く
て

小
さ
な
穴
を
内
側
に
彫
り
込
み
、

両
手
の
肘ひ
じ

か
ら
手
首
部
分
を
挿
し

込
ん
で
い
た
も
の
が
現
在
失
わ
れ

て
い
ま
す
。
膝
の
前
部
分
の
造
り

は
、
一
つ
の
材
料
を
横
に
し
て
掘

り
出
し
、
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
造
ら

れ
て
い
ま
す
）

■
通
肩
に
付
け
る
衲
衣
の
着
け
方

や
、
腹
前
に
腹
帯
を
表
し
、
膝
頭

の
衣
文
え
も
ん

の
扱
い
を
は
じ
め
衣
文
の

表
現
も
特
異
で
、
明
朝
様

み
ょ
う
ち
ょ
う
よ
うの
影
響

が
見
ら
れ
る
。
漆
箔
は
ほ
と
ん
ど

剥
落
は
く
ら
く

し
て
部
分
的
に
残
る
。

（
衣
の
表
し
方
を
見
る
と
、
両
肩

を
覆
う
着
方
や
、
腹
前
に
腹
帯
を

表
し
た
り
、
膝
頭
の
衣
の
着
こ
な

し
を
は
じ
め
、
そ
の
表
現
に
も
特

徴
が
見
ら
れ
、
中
国
明み
ん

の
時
代
に

造
ら
れ
た
仏
像
様
式
に
似
て
い
て

そ
の
影
響
が
見
て
取
れ
ま
す
。

漆
の
上
に
貼
り
付
け
た
金
箔
は
ほ

と
ん
ど
剥は

が
れ
落
ち
て
お
り
、
部

分
的
に
し
か
残
っ
て
お
り
ま
せ

ん
）

○
明
…
中
国
の
王
朝
の
一
つ
（
一

三
六
八
〜
一
六
四
四
年
）
で
、
日

本
で
は
南
北
朝
時
代
か
ら
江
戸
時

代
前
期
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
の
他
に
木
造
十
二
神
将

し
ん
し
ょ
う

像
十

躯
（
江
戸
時
代
）
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
神
仏
像
は
、
そ
の
昔
こ

の
地
に
栄
え
た
横
倉
寺
に
祀
ら
れ

て
い
た
も
の
が
、
明
治
四
（
一
八

七
一
）
年
の
廃
仏
毀
釈
に
よ
り
横

倉
寺
廃
寺
の
際
、
こ
の
地
蔵
堂
に

運
び
込
ま
れ
た
と
い
う
。（

続
く
）
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新しい連絡方法
～携帯E-Mailへの配信～

2月1日からご希望のあった保護者の携帯E-Mailアドレスへ配信を始めました。主に学校からの配布物の連
絡用に使っていますが、始めたばかりのため、試行錯誤となっております。webメールからの配信のため、
特別なソフトは使っていません。新たに準備した物はありませんが、受信はパケット代金が発生しますので、
完全に無料ではありません。

PTA役員会・開かれた学校づくり推進委員会の開催
～第５回PTA役員会と第５回PTA-OBの共催による合同会～

１月下旬や2月中旬には、年度の締めくくりとなる、「PTA役員会」や「開かれた学校づくり推進委員会」
を開催し、今年度の総括や次年度への申し送り事項を確認しました。

学校の情報は、WEBで随時更新しています。
http：//ochi-jhs.sakura.ne.jp/ochi-xoops/

学習の様子や部活動、その他の
様子は、本校のホームページやブ
ログなどをご覧ください。

（画像は、第5回PTA役員会や小学6年生の体験入
学の様子です。）

越知中学校 ブログ（2013年1月29日 10：35）

昨日、第5回PTA役員会とPTA-OB会の共催会を開催しました。
内容：文化祭の申し送り事項（共催会）
PTA役員会の内容
平成24年度の活動の確認と次年度への申し送り事項
平成24年度卒業式の流れ
平成25年度PTA総会日程 等

越知中学校 ブログ（2013年1月31日 14：18）

本日、小学6年生の体験入学を実施しております。
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�

運転免許証の住所変更について�
　 新年度になり、住所の変わる方が多くなる時期です。        �
　 運転免許証の記載事項に変更が生じた場合は、速やかに住所地�
の公安委員会に変更届を出さなくてはなりません。�
（罰則：２万円以下の罰金または科料）        �
※変更を行わずにいると、更新の案内が届かない場合があります。�
変 更 内 容� 必　要　な　書　類�

本籍・氏名� ○運転免許証　○本籍が記載された住民票�

住　　所�

　○運転免許証　　    �
　○住所が確認できるもの    �
　　・住民票　・保険証　・郵便物    �
　　・市町村などが発行した通知書  

佐川署の受付日時�
月～金曜の平日�
８：３０～１７：００（１２：００～１３:００除く）�

※免許センターは異なります�※届け出は原則として本人。�
　代理人申請…同一世帯の者が一世帯分の住民票をお持ちになれば可能�

　外出は明るく目立つ服装を心がけましょう�
　まだまだ夕暮れが早い季節が続きます。�
　ウォーキングやランニングをされる方は反射�
材を活用しましょう。        �
　交通安全協会では、会員の方にタスキなど�
の反射材を差し上げています。        �
　ご要り用の方は、執務時間内に会員証をお�
持ちになってください。        

ある１本の電話が・・・�
「○○証券ですが、限定販売で上場確実の未公開株をご案内しています」�
「え、未公開株！？」  �
「はい。上場すれば株価が跳ね上がり、必ず儲かります。�
誰もが買いたいのですが限定販売なので、そちらにしかご案内できません。  �
しかも、元本保証付」  �
「ほう、元本保証か。安心して投資できるな」  �
「例えば、買付金額が○○万円なら、上場すれば○○万円に。�
そしたら、すぐにウチが買い戻しますよ」  

ニセ証券マン�
おじいちゃん�

ニセ証券マン�
おじいちゃん� 後日�

おじいちゃん�「株券が届かない・・・。�
電話せんと！」�

ATM
おじいちゃん�「○○万円を振り込めばいいんじゃな」�

この電話は、�
現在使われて�
おりません…�

・「未公開株・社債」の電話勧誘は、『詐欺』の可能性大！「上場確実」「必ず儲かる」「元本保証付」�
  は常套句！「限定販売」も犯人がよく使う手口です。        �
・未公開株、社債は、売買はその「発行会社」や「登録を受けた証券会社」以外は、「原則無効」、�
  広告勧誘も「登録を受けた証券会社」以外は「違法」です。�
  たとえ、登録を受けた証券会社でも「未公開株の勧誘は禁止」です。�
・この他にも、金融庁などの公的機関を名乗る電話や、「買ってくれたら、あとで高く買い取ります」�
  「損を取り戻してあげます」などといった勧誘は詐欺です。�
・不審な勧誘を受けた場合は、「♯９１１０（警察相談窓口）」、または「最寄りの警察署」へ！�

毎月第3日曜日は「家庭の日」
「家庭の日」の標語　 2 3 年度優秀標語⑫

お弁当　愛情だけで　腹いっぱい
青少年育成越知町民会議



日

行

事

カ

レ

ン

ダ

ー

越知保育園

保健福祉センター

役場前
遠足：室戸市

越知保育園

町民総合運動場　
町民総合運動場（開会式）
越知中学校今成グラウンド
保健福祉センター
役場前
役場前
町民総合運動場　
日ノ浦集会所
佐之国集会所
役場前
北島病院
大平複合集会所
役場前
栃ノ木集会所
遊行寺集会所
町民総合運動場
町民総合運動場

住
所

１
　
区

３
　
区

５
　
区

８
　
区

13

区

五
葉
荘

中
大
平

今
　
成

栂
　
森

栗
ノ
木

桑
　
薮

6

12

14

15

16

17

18

19
20
21

22

25
27
28
29
30
31
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あ
け
ぼ
の
句
会

◎
　
菫す
み
れ摘
み
に
来
た
ま
ま
老
い
て
火
の
山
裾
た
む
ら
ち
せ
い

初
日
影
老
い
て
縮
ま
る
ば
か
り
な
り

○
　
白
雪
の
石
鎚
山
は
蒼
天
に
入
る
　

服
部
す
え
子

春
の
虹
立
ち
て
オ
カ
リ
ナ
吹
く
青
年

○
　
初
春
の
神
に
捧
げ
ん
青
き
物
　

辻
　
　
静
香

行
く
人
の
影
絵
の
如
き
二
月
か
な

○
　
熱
燗
に
酔
え
ば
話
の
大
ら
か
に
　

松
本
　
孝
子

潮
菊
に
屈
め
ば
太
古
の
波
の
音

○
　
お
三
嶽
の
日
向
の
嶽
に
初
日
影
　

澤
田
　
泰
彦

誰
か
居
て
何
か
話
し
て
三
ガ
日

※
　
名
句
鑑
賞

○
　
梅
一
輪
山
を
圧
し
て
咲
き
に
け
り
　
山
口
　
青
邨

せ
い
そ
ん

黄
水
仙
磯
道
と
き
に
潮
を
浴
び
　
　
友
岡
　
子
郷
し
き
ょ
う

春
の
月
水
の
音
し
て
上
り
け
り

正
木
ゆ
う
子

『
会
員
募
集
中
』

あ
け
ぼ
の
句
会
で
は
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
初
心
者
歓
迎
。

入
会
ご
希
望
の
方
は
、澤
田（
０
９
０
―
６
１
９
２
―
１
４
７
５
）ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

曜日

水

火

木

金

土

日

月

火
水
木

金

月
水
木
金
土
日

備　考種　　　　　目 場　　所 集合時間など

14ページ参照

かわうそ公園（津野町）
14ページ参照

社会福祉協議会

14ページ参照

VS 信濃グランセローズ

ＪＡコスモス
社会福祉協議会

ＪＡコスモス

VS 徳島インディゴソックス
VS 愛媛マンダリンパイレーツ

なかよしひろば
「楽しく遊ぼう！」
☆特別企画☆
子育て交流会・遠足
犬猫引取日
ミニデイ（谷ノ内）
なかよしひろば
「誕生会を楽しもう！」
高知ファイティングドッグス　交流戦

第32回中学校野球越知交歓大会（開会式）

ウォーキング教室
犬猫引取日
あいさつ運動
第32回中学校野球越知交歓大会
ミニデイ（日ノ浦）
ミニデイ（佐之国）

献血

ミニデイ（大平）
犬猫引取日
健康相談
健康相談
高知ファイティングドッグス オープン戦
高知ファイティングドッグス オープン戦

3
月

9：30～正午

9：45～

8：30～ 9：15
7：15～

9：30～正午

12：30～

8：30～

13：30～
8：30～ 9：15
7：40～ 8：15
9：00～
9：30～
10：00～13：00
10：00～12：00
13：30～15：00
9：30～
8：30～ 9：15
13：30～
9：30～
12：30～
12：30～

氏
　
　
　
名

大
原
千
代
子

西
　
　
米
香

古
味
　
友
重

藤
�

吉
一

磯
目
　
博
志

瀧
本
　
智
壽

�
樽
　
　
博

池
川
　
冨
子

�
橋
　
正
継

瀧
本
　
達
雄

久
保
　
艶
美

町
民
の
動
き

お
く
や
み

1
月
届
け
出
分

※住民課に死亡届のあった方を掲載しています。

人　口

男

女

世帯数

6,317（△ 7 ）

2,940（△ 4 ）

3,377（△ 3 ）

2,952（△ 3 ）

出生

死亡

転入

転出

3

11

17

16

（2月1日現在）



１
月
16
日
、
東
京
都
の
日
比

谷
公
会
堂
に
お
い
て
、
交
通
安

全
協
会
越
知
分
会
長
の
矢
野
一

郎
氏
（
３
区
）
が
、
交
通
栄
誉

賞
「
緑
十
字
金
賞
」
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

同
氏
は
、
昭
和
42
年
５
月
か

ら
平
成
７
年
12
月
ま
で
、
職
場

の
安
全
運
転
管
理
者
お
よ
び
佐

川
地
区
安
全
運
転
管
理
者
協
議

会
の
理
事
と
し
て
積
極
的
に
安

全
管
理
に
努
め
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。

ま
た
、
昭
和
62
年
５
月
か
ら

交
通
安
全
協
会
佐
川
支
部
理
事
、

現
在
は
交
通
安
全
協
会
佐
川
支

部
越
知
分
会
長
と
し
て
、
交
通

安
全
パ
レ
ー
ド
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
清
掃
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
交

通
安
全
活
動
に
尽
力
さ
れ
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
功
績
が
高

く
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

受
賞
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
後
に
お
け
る
益
々
の

ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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交
通
安
全
協
会
越
知
分
会
長

矢
野
　
一
郎

氏（
３
区
）

２
月
９
日
、
高
知
県
庁
正
庁

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
推
進
県
民
会
議
が
行
わ
れ
、

越
知
町
少
年
柔
道
部
監
督
の
茂

木
春
喜
氏
（
５
区
）
が
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
推
進
県
民
会
議
顕
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
長
年
に
わ
た

り
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と

振
興
に
貢
献
し
、
熱
心
に
指
導

さ
れ
て
い
る
方
に
贈
ら
れ
る
賞

で
す
。
同
氏
は
、
昭
和
60
年
に

越
知
町
少
年
柔
道
部
を
創
設
さ

れ
て
以
来
、
27
年
間
に
わ
た
り

指
導
者
と
し
て
ご
活
躍
を
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
越
知
町
少
年
柔
道
錬

成
大
会
で
は
、
第
１
回
大
会
か

ら
現
在
の
27
回
大
会
ま
で
、
実

行
委
員
長
を
務
め
ら
れ
、
大
会

運
営
に
も
ご
尽
力
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

受
賞
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
後
に
お
け
る
益
々
の

ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

越
知
町
少
年
柔
道
部
監
督

茂
木
　
春
喜

氏（
５
区
）

１
月
21
日
に
、
町
民
会
館
の
屋

内
多
目
的
運
動
広
場
に
お
い
て
、

第
８
回
お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
カ

ッ
プ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
町
内

外
か
ら
７
チ
ー
ム
の
参
加
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

優
　
勝

レ
イ
ン
ボ
ー

岡
崎
　
正
義
　
　
松
岡
　
一
水

大
前
　
美
智
子
　
岡
林
　
　
茂

岡
林
　
信
子

準
優
勝

黒
岩
仲
良
し

第
三
位

あ
じ
さ
い

第
8
回

お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
カ
ッ
プ


